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WEKO3におけるライセンスの扱い

本学機関リポジトリより



セルフアーカイブ(グリーンOA)の特徴

● 出版者(権利者)が定める
● 著作権ポリシーに依存している

デポジット可能な版は？
・著者最終稿（AM）
・出版者版(VoR)

エンバーゴ期間（公開停止期間）は？
・存在しない
・6ヶ月
・12ヶ月
・24ヶ月

別途ライセンスを定める必要がある
・CC BY-NC-NDを付与する必要がある

資金提供機関からの著作権および投
稿ポリシーに準拠する義務がある？
（Plan S等）

メタデータに特定の文言を入れること

各出版社ごとに全く異なる内容



グリーンOA推進のため、日本の学協会がそれぞれ定める
オープンアクセス方針を公開するデータベース
2023年11月現在、3353件データが登録されている

即時OA義務化を見据え、項目やメンテナンス体制等を改善予定です

SCPJとは？

沿革
・平成22～24年度CSI委託事業（領域3）：
「オープンアクセスとセルフ・アーカイビングに関する著作
権マネジメント・プロジェクト」より
筑波大学（主担当機関）千葉大学/東京工業大学/神
戸大学（連携機関）という構成で運用

2020年3月以降、JPCOARにて管理

「学協会の著作権ポリシーを調べる」より

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133


ライセンスの付与

昨年12月26日に制定

・CC BY-ND
・独自ライセンス

デュアルライセンスとして運用

二次利用に関するライセンスガイドライン

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000249


CCにおけるデータベースの取扱

データベースにも付与可能であり
データ／データベースを
同じように取り扱うという性質がある

クリエイティブ・コモンズ・ジャパン「データ／データベースに関する新しいFAQ」より

(2023年11月9日閲覧)

日本の著作権法上では
データベースは認められるも
個別データの権利は曖昧

データベース

個別データ

https://creativecommons.jp/2012/03/06/data-faq/


検討事項

想定される利用形態

CCライセンスの特性



想定される利用形態

データを直接利用した検索ツール

翻訳版

特定の学術分野の情報のみ
纏めたDBへのデータの流用

日本語のSCPJ

SCPJ内に登録されている
生物学系雑誌の個別データ

生物学系データベース

中国語のSCPJ
島根大学「日本の学協会の著作権ポリシー確認ツール」
（2023年11月1日閲覧）

いずれの場合も
データ自体は同一性を維持したい

https://app.lib.shimane-u.ac.jp/policy_checker/scpj.php


特性１：ライセンスは撤回できない

クリエイティブ・コモンズ「CC BY」より
(2023年9月9日閲覧)

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja


クリエイティブ・コモンズ・ジャパン「学術出版物を「改変禁止」ライセンスで共有することが不適切である理由」より

(2023年11月1日閲覧)

「改変禁止」とした場合

別途翻案を許可するライセンスが
付与されていない場合、
・翻訳版の作成
・個別データを翻案すること

該当事項が禁止となる

特性２：NDはオープンアクセスではない

https://creativecommons.jp/2020/06/22/%E5%AD%A6%E8%A1%93%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%82%92%E3%80%8C%E6%94%B9%E5%A4%89%E7%A6%81%E6%AD%A2%E3%80%8D%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%A7%E5%85%B1%E6%9C%89%E3%81%99%E3%82%8B/


デュアルライセンスの事例

先行事例として公式サイト上に掲載
クリプトン・フューチャー・メディア社
独自ライセンスPCL
CCライセンスCC BY-NC

特性３：ライセンスは複数設定してもよい

クリエイティブ・コモンズ・ジャパン「デュアルライセンス」より
(2023年11月13日閲覧)

https://creativecommons.jp/tag/%E3%83%87%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9/
https://creativecommons.jp/tag/%E3%83%87%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9/
https://creativecommons.jp/tag/%E3%83%87%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9/


独自ライセンスの条件

要はCC BY-NDの派生



研究活動のこれからの潮流

研究活動のオープン化 オープン＆クローズ戦略



研究ライフサイクルにおける図書館の役割

出版

機関リポジトリ

図書館は

研究成果の公開を
支援します

査読

引原隆士「研究のライフサイクルに基づく
オープンアクセス基盤構築」より (2023年11月13日閲覧)

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20221117/siryo1-2.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20221117/siryo1-2.pdf
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